
事業実施主体：豊見城市（沖縄県）

【取組の成果】

沖縄県

○ 離乳期からの食生活改善教室
生後４～６か月の乳児とその保護者を対象に、

離乳食のすすめ方の指導と併せて、日本型食生
活や島野菜を使ったレシピの紹介、島野菜を活
用した調理実習と試食をしてもらった。
それにより、保護者自身の食生活を見直すきっ

かけを作り、乳児期から豊かな味覚を育む重要
性、栄養バランス改善と地場産物の普及啓発の
取組を行った。

〇 教室参加後のアンケートでは、受講者より「島やさいを使った離
乳食はとても良いと思った。」、「出汁だけで、こんなに味があるこ
とにびっくりした。」などの感想があり、日本型食生活や島野菜の
魅力を知ってもらう機会となった。また、地域における食文化の継
承や健康的な食生活への理解や関心の向上につながった。

○ 豊見城市は、若者・子育て世代の人口比率が全国平均より高く、若い世代の食の課題（栄養バランスの偏り等）が     
顕著となっている。また、県外からの転入者が多く、「地域食材の活用方法がわからない」といった市民の声も聞かれ、
日本型食生活や地域食文化について学習できる機会が必要と考えられる。

〇 このため、「離乳期からの食生活改善教室」を実施している。乳児をもつ保護者を対象に、日本型食生活や地域食文
化を普及することで、乳児とその保護者といった若い世代の栄養バランスの改善を図るとともに、地域食材の調理、活用
方法を紹介し、地域の食文化の保護・継承につながる取組を行った。

食文化の保護・継承や日本型食生活の実践のための取組支援

地域食材の魅力も発見！食生活改善教室

令和４年度補正消費・安全対策交付金 地域での食育の推進事業

【アンケート結果】
○ 産地や生産者を意識して農
林水産物・食品を選ぶ者の増
加
事業実施前 79.8％

 →事業実施後 92.4％

○ 主食・主菜・副菜を組み合わ
せた食事を1日２回以上ほぼ食
べている者の割合の増加
事業実施前 27.9％

 →事業実施後 62.7％
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○ 資料の作成・配布
資料には、離乳食で

の島野菜の活用方法
を掲載。

【取組の内容】

【離乳食作り実演の様子】
（％）


豊見城市 (とみぐすくし)
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